
ひょうごの農林水産技術 No 158(20087)

2 加 工業務用キャベツに適する品種の選定と大工栽培

ねらいと成果

キャベツは消費主が多い品日で、全生産量の約

半量が加工業務用に使用されている。加可1業者な

どの実行千が実む業務用キャベツは、結球内部に

業が詰まっている香玉系が主
である。加工の初期

段階で除去される芯 (結球部に存する≧部)の 大

きさは、作業1■及び歩留まりの面から結球貢に対

する重最割合 (芯割合)が 小さいものが好まれる。

また球が大きい (重い)と 1玉から多くの製品が

得られ、作業能率が向上するため、力『工業務用で

は家庭消費用 (ML工 、1-16 kg)よ りも大きな

サイズが望まれる。さらに、用途によって必要と

される結球重にとがみられる。

上記の需要に対応するため、肥大性が良く志が

小さい加工業務用に適する冬期収穫川品種を逮定

した。また、栽植密度に対する結球工と収主の関

係を調査したところ、栽17L密度はJ又最には影響せ

ず、疎植にするほどキャベツの大工化が可能であ

った。

内 容

冬期収権用のIPl種比較試験を行った。栽植密度

は4167'株/10 a とし、 J又権司司査は司司Z主☆寸象やヽが裂

図1 品 れの違いによる芯の形状の利J違
写真上 :「夢折台J、写真下 :「YR冬太郎J

球し始めたときに実施した。結球重は多くの品極

で 2 kgを超え、肥大性は良好であった (表).

しかし志の大きさは品種によって異なり、 「夢牙

台Jは 芯長58 cm、 芯告J合29%、 「彩十Jで は

それぞれ59 cm、 31%と 小さく、「f品極を右望

品種とした (図1).

品租 「夢坪台」を用いて、10a当 たりの株数

を2.963～4762株 の範囲で 5段 階設定し、栽植竹

度と結球章及び収最の関係を調査した,裂 球が始

まった2月20日における結球重は、4.拓2株で17 kg、

3,704株で23 kg、2,963株では29 kgと なり、栽植

密度が小さいほど結球主は大きくなったが、lo a

当たりの換算収!孔は8t強 でほぼ同等であった (口

2)。 適切な栽植密度を設定することで、1又最に

影響なく 1標 とする結球重の大玉キャベツを生産

できると考えられた。

今後の方針

他の作型について、加工業務用の有望品種の選

定と、栽植密度と結球重及び収量の関係について

検討を進める。
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表 冬 則収楼用キャベツのi‖il T特性

榔 噺蜘1 餅杯 杯 帯 ¶β
SK1 323     1,9    243     201     1,13     74     37

Y R冬 太郎  111 8  2 4 3   2口   ]5 4   9 6   4 5

Y I t大2  1 1 1 9   2 0 6   2 1 5   1 7 8   8 3   3 7

あイ)1,      1119     215      197      130       75      16

夢〕1台   2 1 3   2 0 4   2 0 9   1 2 2    5 S   2 9

彩■   2 1 1 4   2 3 6   2 1 6   1 3 4    5 9   3 1

資伐みど' 2,1 4   i  S 1   2 0  5   1 1  8   6 5   3 7

来い【及びい;刑合は村球112(Fを 女 として収llした坊合の放他

者は■ 1 200 6 1 i S , 1 1  ( 1 2 S穴セルトレイ),と1にtS)1 3 1  l k噺120c m  l l ,コ40oⅢⅢ

地出せ川 i 成ヽ分hi 2 9吐‐■0■

J2120 1110

収稚田

図 2 1kll密 度の近いが結球王及び収主に及はす影響 (2007

年8月15日は也、9月711定lS、品lI「夢非十卜J)

※マーカーに付 した放字は10aギ1たりの換算収呈 (3を 、

ナと側のよ岳孤内の数字は (畝幅)― (ll問)(cm)を 示す。
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